
2.5GHz帯広帯域移動無線アクセスシステム(BWA)の利用に係る調査結果（１／３） 
（調査期間：平成24年10月26日～同年11月８日、回答提出者：17者） 

全国で基地局整備を計画している者（50音順） 関係団体（50音順） 

回答提出者 (株)エヌ・ティ・ティ・ドコモ ＵＱコミュニケーションズ(株) Wireless City Planning (株) 

ケーブルテレビ無線 
利活用促進協議会 

※ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞによる無線の利活用を検討 
する組織として要望・方針を述べたもの 

 

地域WiMAX推進協議会 

※地域WiMAX事業者を代表する組織 
として要望・方針を述べたもの 

(1) 利用を希
望する理由 

○周波数利用効率の高いシ
ステムへ移行等を進めて
いるが、高トラヒックエリア
におけるデータトラヒックの
急増状況が今後も継続す
ることが予測されるため、
早期の周波数利用を希望 

○現行サービスの周波数逼
迫状況に早期に対処する
必要があるため 

○新技術の導入により、周
波数の利用効率の更なる
向上と高速モバイルサー
ビスへの強いニーズに対
応するため 

○既存周波数帯の一部に
運用制限があり競争上不
利なため 

○利用者の密集する地域で
高速な伝送速度を今後も
確保するため 

○更なる高速（160Mbps以
上）サービスの導入のため 

○一般（公衆）向け、自治体
（公共）向け等のサービス
多様化・複合化に伴う伝送
容量不足や今後のトラヒッ
クの逼迫に対応するため 

○次世代無線への移行に
必要な周波数確保のため 

○一般（公衆）向け、自治体
（公共）向け等のサービス
多様化・複合化に伴う伝送
容量不足や今後のトラヒッ
クの逼迫に対応するため 

○次世代無線への移行に
必要な周波数確保のため 

(2) 利用を希
望する帯域
幅 

20MHz幅（隣接システムとの
ガードバンドを考慮） 

20MHz幅（新帯域で高速
サービスを実現するため） 

10MHz幅（既存の全国バン
ド事業者２者に各10MHz幅） 

20MHz幅（地域ｱｸｾｽﾊﾞﾝﾄﾞ
の隣接周波数が確保できる
のであれば10MHz幅） 

20MHz幅（地域ｱｸｾｽﾊﾞﾝﾄﾞ
の隣接周波数が確保できる
のであれば10MHz幅） 

(3) 利用を希
望する技術
と利用希望
時期 

技術：隣接システムへの干
渉影響を踏まえてBWAシ
ステムを選定（キャリアア
グリゲーション等により下
り専用帯域として使用す
ることも検討） 

時期：可能な限り早期 

技術：WiMAX Release 2.1
（従来規格との親和性確
保と高速化、TD-LTE方式
との互換性確保によるエコ
システム構築を目指した規
格）の20MHz幅システム 

時期：平成25年度の早期 

技術：高度化XGPの10MHz
幅システム 

時期：平成25年度 

技術：WiMAX Release 2.0
（IEEE 802.16m）又は高
度化XGPを対象に地域
WiMAX推進協議会と連携し
て検討（WiMAX Release 
2.1も候補として検討） 

時期：平成26年度 

技術：WiMAX Release 2.0
（IEEE 802.16m）又は高
度化XGPを対象に検討
（WiMAX Release 2.1も候
補として検討） 

時期：平成26年度 

(4) 基地局整
備の方針 

高トラヒック地域から早期に
基地局整備を進め、その他
地域は、トラヒック状況に応
じて順次エリア拡大を実施 

首都圏から置局を開始し、
可及的速やかに高トラヒック
地域（東名阪地域）を整備し、
極力早期に全国展開を実施 

既存基地局の設置場所を活
用し、高トラヒック地域から
速やかに整備し、その他地
域はトラヒック状況に応じて
順次エリア拡大を実施 

現在の地域ｱｸｾｽﾊﾞﾝﾄﾞの免
許エリアと同一エリアにて、
１年以内に基地局の整備を
実施 

現在の地域ｱｸｾｽﾊﾞﾝﾄﾞの免
許エリアと同一エリアにて、
１年以内に基地局の整備を
実施 

(5) 高速化の
計画 

キャリアアグリゲーションの
活用により高速化が可能
（既存LTE帯域との組合せ
により2x2 MIMOであっても
300Mbpsの高速化が可能） 

新規周波数帯へ利用者移
行が進んだ後、既存周波数
帯でもWiMAX Release 2.1を
導入し、キャリアアグリゲー
ションによる高速化を実現 

空間多重技術（2x2 MIMO）
や既存周波数帯とのキャリ
アアグリゲーションによって
160Mbps以上の高速サービ
スを実施 

開始当初から20MHz幅での
MIMO多重化（4x4 MIMO）を
予定（地域ｱｸｾｽﾊﾞﾝﾄﾞとの
キャリアアグリゲーションに
ついても検討） 

開始当初から20MHz幅での
MIMO多重化（4x4 MIMO）を
予定（地域ｱｸｾｽﾊﾞﾝﾄﾞとの
キャリアアグリゲーションに
ついても検討） 



2.5GHz帯広帯域移動無線アクセスシステム(BWA)の利用に係る調査結果（２／３） 

地域アクセスバンドの免許を有する者（地域WiMAX事業者）（50音順） 

回答提出者 (株)アイティービー (株)帯広シティーケーブル (株)ケーブルネット鈴鹿 佐賀シティビジョン(株) (株)ＣＡＣ 玉島テレビ放送(株) 

(1) 利用を希
望する理由 

○今後のトラヒックの逼
迫に対応するため 

○将来の次世代無線
サービスに必要な周
波数確保のため 

○Wi-Fiに変換する端末
を活用した地域双方向
サービスの提供のため 

○コミュニティ放送の視
聴のため 

○サービス拡大に伴う
高速化のため、新たな
システムを導入する周
波数の確保のため 

○一般向け、自治体向
け等のサービス多様
化に伴う伝送容量不
足やトラヒックの逼迫
に対応するため 

○近い将来に登場する
次世代無線を利用す
るため 

○一般（公衆）向け、自
治体（公共）向け等の
サービス多様化・複合
化に伴う伝送容量不
足や今後のトラヒック
の逼迫に対応するた
め 

○新規周波数帯は、近
い将来に予定する次
世代無線を屋外で使
用するため（既存周波
数帯は移行が完了し
次第、次世代無線を
屋内で使用する） 

○一般（公衆）向け、自
治体（公共）向け等の
サービス多様化・複合
化に伴う伝送容量不
足や今後のトラヒックの
逼迫に対応するため 

○次世代無線への移行
に必要な周波数確保
のため 

(2) 利用を希
望する帯域
幅 

20MHz幅 20MHz幅（地域ｱｸｾｽﾊﾞ
ﾝﾄﾞの隣接周波数が確
保できるのであれば
10MHz幅） 

20MHz幅（地域ｱｸｾｽﾊﾞ
ﾝﾄﾞの隣接周波数が確
保できるのであれば
10MHz幅） 

20MHz幅 20MHz幅 20MHz幅（地域ｱｸｾｽﾊﾞ
ﾝﾄﾞの隣接周波数が確
保できるのであれば
10MHz幅） 

(3) 利用を希
望する技術
と利用希望
時期 

技術・時期：地域WiMAX
推進協議会の協議
結果を参考とする予
定 

技術：WiMAX Release 
2.0（IEEE 802.16m）
又は高度化XGPを対
象に検討（WiMAX 
Release 2.1も候補と
して検討） 

時期：平成26年度 

技術：WiMAX Release 
2.0（IEEE 802.16m）
又は高度化XGPを対
象に検討（WiMAX 
Release 2.1も候補と
して検討） 

時期：平成26年度 

技術・時期：地域WiMAX
推進協議会の活動
及び市場動向等を
踏まえ検討 

技術：WiMAX Release 2.0
（IEEE 802.16m）又は高
度化XGPの各20MHz
幅システムを対象に検
討（WiMAX Release 2.1
も候補として検討） 

時期：市場動向を踏ま
え検討 

技術：WiMAX Release 
2.0（IEEE 802.16m）
又は高度化XGPを対
象に検討（WiMAX 
Release 2.1も候補と
して検討） 

時期：平成26年度 

(4) 基地局整
備の方針 

具体的な方針・計画は
無い 

現在の地域ｱｸｾｽﾊﾞﾝﾄﾞ
の免許エリアと同一エリ
ア（利用者ニーズが高け
ればエリア追加も検討） 

現在の地域ｱｸｾｽﾊﾞﾝﾄﾞ
の免許エリアと同一エリ
アにて、２年以内に基地
局の整備を実施 

効率的かつ経済的にな
るように基地局整備を
検討 

現在の地域ｱｸｾｽﾊﾞﾝﾄﾞ
の免許エリアと同一エリ
アにて、３年以内に基地
局の整備を実施 

現在の地域ｱｸｾｽﾊﾞﾝﾄﾞ
の免許エリアと同一エリ
アにて、１年以内に基地
局の整備を実施 

(5) 高速化の
計画 

具体的な計画は無い 20MHz幅でのMIMO多
重化（4x4 MIMO）を計
画 

開始当初からMIMO多
重化（4x4 MIMO）を予
定（地域ｱｸｾｽﾊﾞﾝﾄﾞとの
キャリアアグリゲーショ
ンについても検討） 

無し 開始当初から20MHz幅
でのMIMO多重化（4x4 
MIMO）を予定（地域ｱｸ
ｾｽﾊﾞﾝﾄﾞとのキャリアア
グリゲーションについて
も検討） 

開始当初から20MHz幅
でのMIMO多重化（4x4 
MIMO）を予定（地域ｱｸ
ｾｽﾊﾞﾝﾄﾞとのキャリアア
グリゲーションについて
も検討） 

（次頁へ続く） 



2.5GHz帯広帯域移動無線アクセスシステム(BWA)の利用に係る調査結果（３／３） 

地域アクセスバンドの免許を有する者（地域WiMAX事業者）（50音順） 

回答提出者 (株)中海テレビ放送 (株)ニューメディア (株)ハートネットワーク (株)ひのき 矢掛放送(株) 
(株)嶺南ケーブル 

ネットワーク 

(1) 利用を希
望する理由 

○高速サービスや自治
体向け等のサービス多
様化に伴う伝送容量不
足や今後のトラヒックの
逼迫に対応するため 

○有線伝送路未整備地
域へのWi-Fiスポットのア
クセス回線需要のため 

○次世代無線への移行に
必要な周波数確保のため 

○一般（公衆）向け、自
治体（公共）向け等の
サービス多様化・複合
化に伴う伝送容量不
足や今後のトラヒックの
逼迫に対応するため 

○次世代無線への移行
に必要な周波数確保
のため 

○一般向けと、自治体
（公共）向けのサービ
スが合わさることで伝
送容量が不足してい
るため（地域の安心安
全のため） 

○次世代無線への移行
に必要な周波数を確
保するため 

○一般（公衆）向け、自
治体（公共）向け等の
サービス多様化に伴う
伝送容量不足や今後
のトラヒックの逼迫に
対応するため 

○次世代無線への移行
に必要な周波数確保
のため 

○通信を必要とする多
種多様な機器の増加
やサービスの複合化
に伴う伝送容量不足
に対応するため 

○地域防災での活用に
は免許制で安定した
電波による通信が不
可欠であるため 

○映像の伝送等サービ
スの多様化・大容量
化が迫られているため 

○地域WiMAXが発展し、
全ての地域住民が地
域情報化の恩恵を享
受するには、全国
WiMAXと同様のスペッ
クを確保することが重
要であるため 

(2) 利用を希
望する帯域
幅 

20MHz幅 20MHz幅（地域ｱｸｾｽﾊﾞ
ﾝﾄﾞの隣接周波数が確
保できるのであれば
10MHz幅） 

20MHz幅（地域ｱｸｾｽﾊﾞ
ﾝﾄﾞの隣接周波数が確
保できるのであれば
10MHz幅） 

20MHz幅（地域ｱｸｾｽﾊﾞ
ﾝﾄﾞの隣接周波数が確
保できるのであれば
10MHz幅） 

20MHz幅 20MHz幅（地域ｱｸｾｽﾊﾞ
ﾝﾄﾞの隣接周波数が確
保できるのであれば
10MHz幅） 

(3) 利用を希
望する技術
と利用希望
時期 

技術：WiMAX Release 
2.0（IEEE 802.16m）
又は高度化XGPを対
象に検討（WiMAX 
Release 2.1も候補と
して検討） 

時期：平成26年度 

技術：WiMAX Release 
2.0（IEEE 802.16m）
又は高度化XGPを対
象に検討（WiMAX 
Release 2.1も候補と
して検討） 

時期：平成26年度 

技術：WiMAX Release 
2.0（IEEE 802.16m）
又は高度化XGPを対
象に検討（WiMAX 
Release 2.1も候補と
して検討） 

時期：平成26年度 

技術：WiMAX Release 
2.0（IEEE 802.16m）
又は高度化XGPを対
象に検討（WiMAX 
Release 2.1も候補と
して検討） 

時期：－ 

技術：WiMAX Release 
2.0（IEEE 802.16m）
又は高度化XGPを対
象に検討（WiMAX 
Release 2.1も候補と
して検討） 

時期：－ 

技術：WiMAX Release 
2.0（IEEE 802.16m）
又は高度化XGPを対
象に検討（WiMAX 
Release 2.1も候補と
して検討） 

時期：平成27年 

(4) 基地局整
備の方針 

現在の地域ｱｸｾｽﾊﾞﾝﾄﾞ
の免許エリアと同一エリ
アとなるよう整備を実施 

現在の地域ｱｸｾｽﾊﾞﾝﾄﾞ
の免許エリアと同一エリ
アにて、１年以内に基地
局の整備を実施 

現在の地域ｱｸｾｽﾊﾞﾝﾄﾞ
の免許エリアと同一エリ
アにて、１年以内に基地
局の整備を実施 

現在の地域ｱｸｾｽﾊﾞﾝﾄﾞ
の免許エリアと同一エリ
アにて基地局の整備を
実施 

現在の地域ｱｸｾｽﾊﾞﾝﾄﾞ
の免許エリアと同一エリ
アにて、１年以内に基地
局の整備を実施 

現在の地域ｱｸｾｽﾊﾞﾝﾄﾞ
の免許エリアと同一エリ
アにて、計画的に基地
局の整備を実施 

(5) 高速化の
計画 

機器確保等の目途が立
ち次第、20MHz幅での
MIMO多重化（4x4 
MIMO）の検討を行いた
い 

開始当初から20MHz幅
でのMIMO多重化（4x4 
MIMO）を予定（地域ｱｸ
ｾｽﾊﾞﾝﾄﾞとのキャリアア
グリゲーションについて
も検討） 

開始当初から20MHz幅
でのMIMO多重化（4x4 
MIMO）を予定（地域ｱｸ
ｾｽﾊﾞﾝﾄﾞとのキャリアア
グリゲーションについて
も検討） 

開始当初から20MHz幅
でのMIMO多重化（4x4 
MIMO）を予定 

20MHz幅でのMIMO多
重化（4x4 MIMO）を予
定（地域ｱｸｾｽﾊﾞﾝﾄﾞとの
キャリアアグリゲーショ
ンについても検討） 

帯域幅の拡大及び
MIMO多重化の拡張を
予定 

（前頁からの続き） 
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